
・公民館を再発明する 牧野篤/著 東京大学出版会 K 379.2/マキ

・新たな社会教育像を描く 牧野篤ほか/編著 博英社 K 379.0/マキ

・公民館をどう実践してゆくのか 牧野篤/著 東京大学出版会 K 379.2/マキ

・生涯学習支援のデザイン 高井正ほか/編著 玉川大学出版部 K 379/タカ

・生涯学習支援論 清國祐二/執筆 編集代表 ぎょうせい K 379/キヨ

・公民館はどう語られてきたのか 牧野篤/著 東京大学出版会 K 379.2/マキ

・コミュニティデザイン 山崎亮/著 学芸出版社 C 318.8/ヤマ

・社会づくりとしての学び 牧野篤/著 東京大学出版会 K 379/マキ

・人が生きる社会と生涯学習 牧野篤/著 大学教育出版 K 379/マキ

公民館のしあさって

公民館のしあさって出版委員会/著 ボーダーインク K 379.2/コウ

日本にはとあるコンビニチェーンと同じ数の公民館があるというそしてなんと日本の公

民館がエジプトにも進出!ユニークな活動が注目される繁多川公民館の現場やエジプト

の公民館のようす、そしてそもそも公民館とは何かを考え、その可能性を探る。

１階サービスフロアに展示しています。貸出中の本は予約することができます。（TRCより引用）

参加されるみなさまへ

アバンセ1階の情報サービスフロアでは、男女共同参画や生涯学習に関する資料を提供しています。

どなたでもご利用いただけます。お気軽にお立ち寄りください。

「ちいさな社会」を愉しく生きる 牧野篤/著 さくら舎 C361.7/マキ

「ちいさな社会」とは、顔が見える親密な関係を基本として、具体的な想像力

が及ぶ範囲の人々のかかわりやつながりを言う。それを基点とするこれからの

高齢者の生き方を考え、3つの事例を紹介します。

社会教育新論 牧野篤/編著 ミネルヴァ書房 K 379/マキ

人生100年時代のいま、「学び」を社会に実装する必要がある。そのためには

何が必要なのか。社会基盤としての社会教育のあり方を問い直す議論の出発

点を示す。

関連図書

ちいさな社会を

愉しく生きるために

令和7年度

生涯学習関係職員研修 ステップアップ編②


